
取扱説明書をよく読んで正しく使用しましょう

コードや配線器具は
正しく使ってください。
裏の注意事項を見てね。

NITE・製品安全センター製品安全調査課

TEL 03-3501-1707  http://www.meti.go.jp/product_safety/ TEL 06-6942-1113  http://www.jiko.nite.go.jp/

経済産業省商務流通保安グループ製品安全課製品事故対策室

昨シーズンから持ち越した灯油、直射日光が当たったり高温
の場所で保管していた灯油は使用しないでください。
汚れた灯油や水の混じった灯油なども使用しないでください。
廃棄するときは、近くのガソリンスタンドや灯油販売店等に
相談してください。
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変質灯油とは？
灯油は直射日光の当たるところに置くなど保管状態が悪いと変
質します。変質した灯油を使用すると、石油ストーブの消火ボ
タンを押しても火が消えなくなるなど非常に危険です。
灯油は変質すると黄色っぽくなりますが、特に色に変化がなく
ても変質していることがあります（右写真参照）。
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変質した灯油は使わないでください

冬

え
な
い

消

！!

紫
外
線
を
避
け
る

た
め
、
日
光
の
当

た
ら
な
い
場
所
で
、

色
の
濃
い
容
器
に

入
れ
る
。

ふ
た
を
し
っ
か
り

締
め
る
。

注意ポイント

コードを曲げたり
　　引っ張ったりする

コードを束ねる

自分で修理をする

コードを踏みつける

定格容量を
　　超えて使用する

コードを引っ張る

ほこりや水分が
　　付いたままにする

コードや配線器具の事故が多発しています！
こんな使い方していませんか？
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電気マットは就寝時の暖房器具として使用
しないでください。また、ほかの暖房器具と
併用しないでください。

電気ミニマットで火災、死亡

使用中の電気ミニマット
とその周辺が焼ける火災
が発生し、１人が死亡して
１人が負傷した。
（2013年３月　岐阜県）

布団の中で、電気ミニマットと電気毛布を併用していまし
た。そのためにこもった熱でミニマットのウレタンフォームが
劣化し、ヒーター線の位置がずれて重なってしまい、過熱し
て発火したものです。

除雪機が後退したときに巻
き込みを防止する装置や事
故防止のセーフティスイッ
チを外していました。そのため、転倒した際に除雪
機が後退し、巻き込まれたものです。

保護装置は常に作動する状態で使用
してください。
除雪機に詰まった雪を取り除くとき

は、エンジンが完全に止まったことを確認してから
雪かき棒などで行ってください。
使用時は周囲に人がいないか確認してください。

石油ストーブの消火ボタンを押して外
出したが、戻ったら火が消えていな
かった。（2012年11月　栃木県）

変質灯油を使用したため
火が消えなくなった

変質した灯油を使用したため、芯先に多量のタールが
固着して芯が消火位置に戻らなくなり、消火できない状
態になったものです。

火を消さずに給油し火災、死亡

石油ストーブとその周辺が
焼ける火災が発生し、１人
が死亡、１人が負傷した。
（2012年３月　和歌山県）

石油ストーブの火を消さずにカートリッジタンクに給油し
た際、カートリッジタンクのふたの締め方が不十分だった
ために灯油がこぼれ、ストーブの火が引火したものです。

石油ストーブをつけたまま就寝中、一酸化炭素中
毒で死亡した。（2013年12月　島根県）

密閉した室内で使
用していたため、給
気不足から不完全
燃焼状態となって
一酸化炭素が発生
したものです。

除雪機に巻き込まれて死亡

使用中の除雪機の下敷きになって
死亡した。（2013年１月　長野県）

電気あんかから出火、火災

電気あんかを使用中、あ
んかとその周辺が焼ける
火災が発生した。（2013
年１月　福井県）

電気あんかやヘアド
ライヤーなどを収納
するとき、本体にコー
ドを巻き付けないで

ください。コードの付け根部分が
断線し、発火の原因になります。
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電気あんかを収納するとき、
本体に電源コードを巻き付
けていました。そのために本
体付け根部分のコードが断
線し、発火したものです。

給油するときは、必ず火を消してくださ
い。カートリッジタンクのふたが完全に締
まっているか確認してください。

スプレー缶が破裂してやけど

石油ファンヒーター付近
から出火し、住宅が焼けて
１人がやけどを負った。
（2013年11月　福岡県）

石油ファンヒーターの近
くに置いていたスプレー
缶が加熱されて破裂し、
ファンヒーターの火が引
火したものです。

換気扇を使用しなかったため、換気不良になって室内に
一酸化炭素が滞留したためです。

ガス瞬間湯沸器を使用中、
一酸化炭素中毒で死亡

古いガス瞬間湯沸器を使用
中、一酸化炭素中毒で１人が
死亡、１人が軽傷を負った。
（2012年１月　茨城県）

ファンヒーターの前に置い
ていたスプレー缶が破裂し
て引火。（再現実験）

毎年、石油ストーブの事故が多く発生しています
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カセットボンベやスプレー缶などは、加熱
されると、内圧が上昇して破裂・爆発し、
噴き出た可燃性ガスに引火します。ストー

ブやガスこんろなど熱源の近くには置かないでくだ
さい。

使用する際は、こまめに窓を開けるなど換気をし
てください。
灯油はシーズンを持ち越さずに使い切りましょう。
変質した灯油を使用すると、芯が下がらずに消火
できないなど故障の原因になります。
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ストーブの近くに燃えやすいものを置か
ないでください。カーテンの近くで使用す
るのも危険です。

寝るときは、スイッチを切ってください。寝返りをうった
ときに、布団や毛布などがストーブに触れると、ヒータ
ーの熱で火がつくことがあります。

電気ストーブに毛布などが
触れて火災、死亡

電気ストーブとその周辺が焼け
る火災が発生し、１人が死亡し
た。（2012年２月　石川県）

電気ストーブの近くに置いていた
毛布や雑誌、衣類などが触れて火がついたものです。

製品に不具合があったため事業者が
リコールを行っていた製品による事故でした。

リコール製品に気をつけて!!

使用中の電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）から出火する火災が発生
し、ストーブとその周辺が焼けた。
（2013年２月　山梨県）
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リコール製品から事故が発生しています。リコール
製品に該当する場合、直ちに使用を中止して、事
業者に連絡してください。
リコール製品は以下のNITEホームページで確認
することができます。
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一酸化炭素中毒で死亡

開放型のガス瞬間湯沸器は、室内の空気
を使って燃焼し、汚れた空気を室内に排
出します。換気をしないで使い続けると、

不完全燃焼をおこすおそれがあります。使用時に
は必ず換気をしてください。
長期間使っている製品は点検を受けましょう。
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http://www.jiko.nite.go.jp/php/shakoku/search/index.php


